
景
観
お
よ
び
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
法
面
緑
化
の
試
み

i
種
差
海
岸
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
シ
バ
の
植
栽
1

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所

背
景

青
森
県
八
戸
市
東
部
に
位
置
し
太
平

洋
に
面
す
る
種
差
海
岸
に
は
、

「種
差

天
然
芝
生
地
」
（
以
下

「芝
生
地
」
と

い
う
）
と
呼
称
さ
れ
る
自
然
の
シ
パ
草

原
が
広
が
っ
て
お
り
、
優
れ
た
自
然
の

風
景
地
と
し
て
、
平
成
二
五
年
五
月
に

三
陸
復
興
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
た

（
写
真
1
）
。
編
入
に
伴
い
、
利
用
拠
点

施
設
と
し
て
種
差
海
岸
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「種
差
海
岸

I
C
」
と
い
う
）
が
平
成
二
六
年
七
月

に
開
館
し
、
建
設
に
伴
い
生
じ
た
裸
地

法
面
に
つ
い
て
、
周
辺
の
自
然
景
観
と

調
和
し
た
法
面
緑
化
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
七
年
一

O
月
に
は
、
環

境
省
よ
り

「自
然
公
園
内
に
お
け
る
法

面
緑
化
指
針
」
が
策
定
さ
れ
、
国
立
公

植
物
調
査
部

関伴

ヌじ

邦

聡教

主
査

部
長

圏
内
の
緑
化
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
自

然
景
観
と
の
調
和
に
加
え
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
配
慮
し
、
地
域
性
系
統
の

植
物
を
使
用
す
る
方
針
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
種
差
海
岸
I
C
に
お
い
て

も
同
様
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
弊
社
で
は
、
環
境
省
東
北
地

方
環
境
事
務
所
の
発
注
事
業
（
「
平
成

二
七
年
度
種
差
海
岸
I
C
地
域
性
系
統

植
物
利
用
緑
化
モ
デ
ル
事
業
」
）
を
受

注
し
、
景
観
お
よ
び
生
物
多
様
性
保
全

上
の
調
和
を
図
る
た
め
隣
接
す
る
芝
生

地
由
来
の
種
子
を
用
い
て
種
差
海
岸
I

C
の
法
面
緑
化
を
試
み
た
の
で
、
本
報

に
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

シ
バ
の
遺
伝
的
多
様
性

種差天然芝生地

シ
バ
は
日
本
全
土
に
広
く
自
然
分
布

し
、
生
育
地
に
よ
っ
て
遺
伝
子
型
が
異

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
異
な
る
遺
伝
子

型
の
シ
バ
を
植
栽
す
る
と
交
雑
に
よ
り

遺
伝
的
多
様
性
が
棄
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
法
面
緑
化
で
の
使
用
に
あ

た
り
、
基
礎
情
報
と
し
て
種
差
海
岸
に

生
育
す
る
シ
バ
の
遺
伝
子
型
を
確
認
し

た
。
種
差
海
岸
お
よ
び
全
国
の
シ
バ
自

生
地
の
複
数
地
点
で
シ
バ
の
検
体
を
採

取
し
て
遺
伝
子
型
解
析
を
行
い
、
得
ら

れ
た
遺
伝
子
型
情
報
を
基
に
系
統
解
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
バ
は
各
地

域
で
固
有
の
遺
伝
子
型
を
有
し
て
お
り
、

種
差
海
岸
の
シ
バ
は
東
北
地
方
に
自
生

す
る
シ
バ
に
固
有
の
遺
伝
タ
イ
プ
に
属

し
つ
つ
、
地
域
的
な
特
性
を
も
っ
在
来

系
統
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
芝
生
地
内
の
複
数
個
所
で
採
取
し

た
シ
バ
の
検
体
同
士
で
よ
く
似
た
遺
伝

写真 1

子
型
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
栄
養
繁
殖

（
ク
ロ
ー
ン
）
の
優
勢
化
に
よ
る
遺
伝

的
多
様
性
の
減
少
傾
向
が
示
唆
さ
れ
た
。

宮
城
県
金
華
山
の
事
例
に
よ
れ
ば
、

ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
採
食
に
よ
り
糞
と
し
て
排

出
さ
れ
た
シ
バ
は
種
子
繁
殖
す
る
傾
向

に
あ
り
、
種
子
繁
殖
に
よ
り
遺
伝
的
な

多
様
性
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
通
常
シ
バ
に
よ
る
緑
化

に
は
張
芝
（
四
角
形
に
切
り
取
っ
た
シ

バ
を
張
る
方
法
）
の
工
法
が
多
く
用
い

ら
れ
る
が
、
今
回
は
芝
生
地
の
景
観
を

損
ね
ず
に
芝
生
地
に
お
け
る
シ
バ
の
遺

伝
型
を
担
保
し
、
か
っ
そ
の
多
様
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
種
子
か
ら
の
法

面
緑
化
を
試
み
た
。

発
芽
率
を
向
上
さ
せ
る

シ
バ
の
育
苗
手
法

シ
バ
の
種
子
は
皮
が
堅
く
発
芽
率
が

低
い
こ
と
か
ら
、
従
来
、
播
種
に
よ
る

緑
化
は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
シ
バ
の
種
子
を
発
芽

さ
せ
て
ポ
ッ
ト
苗
を
育
苗
し
、
そ
れ
を
植

栽
す
る
こ
と
と
し
た
。
育
苗
に
際
し
て

は
発
芽
率
を
九

O
%
以
上
に
高
め
、
短

期
間
で
発
芽
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し
た

京
都
府
立
桂
高
等
学
校
の
片
山

一
平
教

諭
の
グ
ル
ー
プ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

以
下
の
方
法
で
ポ
ッ
ト
百
を
作
成
し
た
。
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①
平
成
二
七
年
七
月
に
芝
生
地
で
シ
バ

の
穂
を
採
取
し
、
乾
燥
重
量
数
百

g
の

穂
を
得
た
（
写
真
2
）。

②
室
内
に
穂
を
持
ち
帰
り
、
自
然
乾
燥

さ
せ
た
後
、
穏
よ
り
種
子
を
分
離
し
た
。

③
種
子
を
除
菌
ア
ル
コ
ー
ル
に
浸
漬
し
、

水
面
上
に
浮
上
し
た
種
子
を
不
稔
種
子

と
し
て
除
去
し
、
種
子
の
除
菌
と
選
別

を
行
っ
た
。

④
前
述
の
金
華
山
の
事
例
に
よ
れ
ば
、

シ
バ
の
種
子
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
体
内
を

z
u
g
 

什』主
貝ヨ洩

浬
が

加
山
崎

進

付
足
肋

芽
閣

－

発
川

一

q
u
J吃

一

真
官
官

一

写
航
F

バソ

一－

、ノキ
tス

通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
種
子
の
発
芽
率

が
高
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
種
皮
を
柔
ら
か
く
し
、
発
芽

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

腸
内
環
境
に
倣
い
、
種
子
を
四

O
℃
の

濃
度
三

O
%水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
溶
液
に

一五

1
一
七
分
間
浸
漬
し
た
（
写
真
3
）。

⑤
種
子
を
十
分
に
洗
浄
・
乾
燥
し
た
後

‘に
育
苗
用
培
土
へ
播
種
し
た
（
写
真
4
）。

⑥
播
種
し
た
育
苗
用
培
土
を
育
苗
ケ
ー

ス
へ
格
納
し
、
透
過
率
一

O
%
の
遮
光

シ
ー
ト
で
覆

い
、
密
封
と

潅
水
に
よ
り

九
O
%
程
度

の
高
湿
度
下
、

四
0
1
四
五

℃
の
高
温
下

に
安
置
し
た

（
写
真
5
）。

⑦
五
日
前
後

の
の
ち
育
苗

用
培
土
上
で

九
O
%
以
上

の
種
子
が
発

芽
し
た
。
発

芽
後
、
育
苗

シバの穂の採取写真2

育苗ケースへの格納写真5育苗用培土への播種写真4

ケ
ー
ス
よ
り

育
苗
用
培
土

を
取
り
出
し
、

発
芽
し
た
種
子
が
隠
れ
る
程
度
に
目
土

を
施
し
、
一
カ
月
程
度
育
苗
し
た
。

③
草
丈
＝
函
程
度
に
シ
パ
が
成
長
し
た

段
階
で
培
養
土
・
目
土
を
入
れ
た
ポ
ッ

ト
へ
植
え
付
け
、
温
室
内
で
一
カ
月
程

度
育
苗
し
た
。

四

シ
バ
の
植
栽
と
A
寸後
の
展
望

平
成
二
七
年
一

O
月
に
、
育
苗
し
た

シ
バ
の
ポ
ッ
ト
百
を
種
差
海
岸
I
C
の

法
面
に
植
栽
し
た
。
法
面
侵
食
お
よ
び

外
来
種
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
生

分
解
性
の
土
砂
流
出
防
止
シ

l
ト
（
以

下

「
シ
I
ト
」
と
い
う
）
を
法
面
全
体

に
固
定
し
、
約
三

o
m
の
等
間
隔
と
な

る
よ
う
に
シ

i
ト
に
切
れ
目
を
入
れ
て
、

そ
こ
に
ポ
ッ
ト
苗
を
一
つ
ず
つ
植
え
付

け
た
（
写
真

6
）
。
植
栽
後
は
、
ポ
ッ

ト
ご
と
に
一
つ
ま
み
程
度
の
化
成
肥
料

を
施
肥
し
た
。
今
後
、
ポ
ッ
ト
苗
か
ら

旬
旬
枝
が
伸
長
す
る

一
方
で
、
徐
々
に

シ
l
ト
が
分
解
さ
れ
、
土
壌
浸
食
さ
れ

る
こ
と
な
く
シ
バ
が
法
面
一
面
を
覆
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

植
栽
後
は
、
約
一
カ
月
ご
と
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
経
過
観
察

を
行
っ
て
苗
の
活
力
等
の
点
検
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
よ
り

広
範
囲
の
緑
化
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
当
面
の
課
題
と
し
て
植
栽
時
期

の
問
題
が
あ
り
、
秋
季
以
降
に
植
栽
さ

れ
る
場
合
は
凍
上
に
よ
っ
て
苗
が
枯
損

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能

な
限
り
早
く
植
栽
す
る
た
め
育
苗
期
間

を
短
縮
す
る
方
策
に
つ
い
て
さ
ら
な
る

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

伴
邦
教
・
ば
ん
く
に
の
り

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
植
物
調
査
部

主
査
。
平
成
一
七
年
入
社
。
技
術
士
（
環
境

部
門
）
。
主
に
自
然
公
園
等
に
お
け
る
植
物

調
査
業
務
に
従
事
。

関
元
聡
．
せ
き
も
と
さ
と
し

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
植
物
調
査
部

部
長
。
平
成
七
年
入
社
。
技
術
士
（
建
設
部
門
）
。

会

社

概

要

四

O
年
以
上
に
わ
た
り
環
境
を

調
査
・
研
究
し
、
自
然
と
人
間
の
よ
り
よ
い

関
係
を
目
指
し
た
空
間
を
計
画
・
設
計
し
て

き
た
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
環
境
調
査
・
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
政
策
立
案
・
行
政
計

画
、
環
境
共
生
計
画
・
設
計
を
手
掛
け
る
。

ポット苗植栽後の法面

（写真後方は種差海岸IC)
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